
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ゆうこ・活動記録 ＊主な活動です。個人の方への訪問、市役所担当課への要望などは記載しておりません。

4月 

26 日 投票日  

28 日 当選証書授与式 

30 日 新人議員説明会 

5月 

2・3 日 【訪問】 平・永沢・関谷 

5 日 【訪問】 永沢 

7 日 【地域】 平町内会 役員会 

6 日 【要望】 三陸国道事務所 

9 日 【訪問】 宮の前・下船渡 

11 日 【会派】 会派 会議 

14 日 【会派】 会派 会議 

15 日 【議会】 初登庁・令和 2 年第 2 回臨時議会 

19 日 【訪問】 放課後学習学びの時間 ＠福祉の里 

20 日 【会派】 会派 庁舎内挨拶まわり 

22 日 【訪問】 陸前高田市 福田議長 

26 日 【会派】 会派 勉強会 

28 日 【議会】 全員協議会 

29 日 【活動】 農業委員会 茶摘み作業 

30・31 日 【訪問】 宮の前・下船渡 

6月 

1 日 【議会】 教育福祉常任委員会 

2 日 【要望】 副市長・水産部長 

3 日 【議会】 議会運営委員会 

4 日 【会派】 

【会議】 

会派 勉強会 

大中・末中学校統廃合推進協議会 

5 日 【議会】 大船渡地区環境衛生組合議会 

7 日 【地域】 上平公園 草取り作業 

9 日 【議会】 議会運営委員会 

10 日 【訪問】 住田町役場 他ヒアリング 

11 日 【会議】 けせん女志会 ＠zoom 

12~23 日 【議会】 令和 2 年 第 2 回定例会 

12 日 【議会】 本会議・議会運営委員会 

   

13 日 【活動】 「ほれい花公園」整備作業参加 

17~19 日 【議会】 本会議 一般質問 

18 日 【議会】 議会運営委員会 

19 日 【議会】 

【会議】 

教育福祉常任委員会 

大中・末中学校統廃合推進協議会 

21 日 【訪問】 

【会議】 

甫嶺・BMX 訪問見学 

吉浜太陽光説明会＠リアスホール 

23 日 【議会】 本会議、市政調査会 

24 日 【議会】 

【地域】 

議会運営委員会 

加茂神社 チリ地震津波慰霊祭 

25 日 【議会】 

【会議】 

教育福祉常任委員会 

地域ブランディング協議会 

26 日 【会議】 

【議会】 

企画調整課まちづくりヒアリング 

環境衛生組合 月例監査 

28 日 【会議】 こども食堂 準備会出席 

30 日 【訪問】 立根 学童クラブ 

7 月 

1 日 【議会】 月例会議 

3 日 【訪問】 

 

赤崎学童クラブ・赤崎小学校 

大船渡市体育協会 

大船渡市議会議員 佐藤ゆうこ  活動報告 
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 後援会の皆様におかれましては、日ごろから佐藤ゆうこの活動に対しまし

て、ご理解・ご協力をいただいておりますこと、心から感謝申し上げます。 

４月 26 日投開票の大船渡市議会議員選挙において、2,256 票という大変

重みのある票をいただき、はじめての当選をさせていただきました。 

5月 9日から任期がはじまり、あっという間に半年が経とうとしております

が、以前より掲げておりました、みなさんのお声を聞かせていただき、そし

て、一緒に考え、行動していくことが基本姿勢と思っております。 

「みんなが安心して暮らせる大船渡」を目指し、更なる精進をしていきま

すので、今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 



【議会】 議会運営委員会 

9 日 【会議】 未来創造塾 塾生懇親会 

10 日 【議会】 

【会議】 

環境衛生組合 月例監査 

さんままつり実行委員会 

15 日 【地域】 加茂神社 慰霊祭 

16 日 【会派】 大窪山 現地視察 

17 日 【地域】 鎌田水産 第 3 三笠丸進水祝い 

18 日 【訪問】 赤崎学童クラブ 行事 

20 日 【会議】 未来創造塾 塾生 Zoom 会議 

21 日 【議会】 

【地域】 

教育福祉常任委員会、月例監査 

大船渡市 市政懇談会 

22 日 【要望】 県・土木センター（千葉盛県議同席） 

27 日 【会議】 

【地域】 

地域ブランディング協議会 

大中・末中学校統廃合推進協議会 

28 日 【議会】 大船渡防災公園 議員への説明 

30 日 【地域】 大船渡地区議員へ 建設課からの説明 

31 日 【議会】 議会運営委員会、市政調査会研修会 

8月 

1 日 【活動】 子ども食堂 行事参加 

日頃市学童クラブ訪問 

2 日 【地域】 上平公園 草取り作業 

3 日 【地域】 商工会議所女性会 研修会参加 

4 日 【議会】 臨時議会 

5 日 【議会】 

【地域】 

教育福祉常任委員会 

平町内会 役員会 

6 日 【議会】 気仙地区議会議員協議会総会 

7 日 【議会】 環境衛生組合 月例監査 

10 日 【学ぶ】 子どもの居場所勉強会＠盛岡アイーナ 

15 日 【訪問】 ARTS for HOPE＠防災センター 

16 日 【訪問】 

【地域】 

百年の里 

キャッセン灯ろう流し 

17 日 【地域】 鎌田水産三笠丸船団 出船式 

19 日 【会議】 国際ソロプチミスト大船渡 

20 日 【議会】 議会運営委員会 

21 日 【会派】 会派 会議 

23 日 【訪問】 下船渡・宮の前 要望ヒアリング 

25 日 【訪問】 学びの時間＠福祉の里センター 

26 日 【訪問】 大船渡津波伝承館館長 

27 日 【議会】 

【訪問】 

全員協議会 

盛川漁業協同組合佐藤組合長 

28 日 【議会】 市政調査会、月例会議、教福常任 

29 日 【訪問】 大船渡魚市場 初さんま水揚げ 

30 日 【地域】 札幌中学校震災学習 随行 

9月 

1 日 【議会】 議会運営委員会 

2 日 【地域】 平３区 役員会 

3 日 【訪問】 大船渡市観光物産協会 局長 

4~24 日 【議会】 令和 2 年 第 3 回定例会 

4 日 【議会】 本会議 

7 日 【議会】 会派 勉強会、教育福祉常任委員会 

8 日 【議会】 環境衛生組合 月例監査 

9~11 日 【議会】 本会議 一般質問 

14 日 【議会】 会派 勉強会、教育福祉常任委員会 

16・17 日 【議会】 令和元年度決算審査特別委員会 

17 日 【議会】 議会運営委員会 

18 日 【地域】 大中・末中学校統廃合推進協議会 

19 日 【訪問】 大船渡クラフトワーク展 

22 日 【訪問】 

【会議】 

本増寺 秋彼岸会 

刈谷まちづくり市民会議＠Zoom 

24 日 【議会】 本会議、月例会議 

25 日 【議会】 議会運営委員会 

26 日 【訪問】 平町内 大雨翌日パトロール 

27 日 【地域】 

【学ぶ】 

市内一斉清掃 

認知症講座＠リアスホール 

28 日 【議会】 

【会議】 

教育福祉常任委員会 

地域ブランディング協議会 

29 日 【地域】 大船渡町支え合い協議会臨時定例会 

30 日 【議会】 全員協議会 

10 月 

2 日 【訪問】 

【会派】 

大船渡市体育協会 

東北大学柴山先生 防災勉強会 

3 日 【地域】 ツアー客向け大船渡さんままつり 

4 日 【地域】 平の国道上の階段掃除 

5 日 【訪問】 子育てサポーター「スマイル」 

6 日 【訪問】 大船渡バレエスクール 

7 日 【議会】 

【地域】 

議会運営委員会 

平町内会 役員会 

8 日 【議会】 教育福祉常任委員会 

9 日 【議会】 環境衛生組合 月例監査 

12 日 【訪問】 本増寺御会式 

14 日 【訪問】 日頃市・鷹生 お茶っこ会 

15 日 【議会】 月例会議 

 

 

 

 

 
6/13 甫嶺にて花っこ植え作業 

三鉄の車窓からも見える花公園 

8/1 子ども食堂として、日頃市の学童 

クラブ訪問。お菓子のプレゼント 

8/15障害がある子もない子も一緒に。大

きなキャンパスに絵を描こう！ 

 



■ゆうこ・議会 

◎会 派 最大会派である光政会に所属しました。 

◎委員会 教育福祉常任委員会委員、教育福祉常任 

委員会委員、大船渡地区環境衛生組合監査

委員となりました。 

 

□ゆうこ・質問＠議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎5月 28日 全員協議会 対国・要望について 

優子 国に対する要望で、「サバなど付加価値の高いサイ

ズでの漁獲促進すること」と魚種指定の要望をあげてい

るがその意図は？ 

課長 近年、サバ・イワシが多く水揚げされているが、

将来的に枯渇する問題もあり、付加価値いわゆる大きい

サイズの漁獲を促進することを全国的取組にしてほしい

という意味で要望項目として挙げている。 

優子 水産資源を守りながら獲ること大事なことであり、

それは定置網に限らず、まき網も漁獲高を決め獲ってい

る。今一度、現場の声をしっかり受け止め項目検討して

いただきたい。 

→ 後日、当局に対し、現場の状況を説明し、対国要望

に盛り込まないこととなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎6月 17日 令和 2年第 2回定例会 一般質問 

１．交流・関係人口拡大に向けた取組について 

優子 （１）大震災発災以降、国内外の多方面から沢山

のご支援・応援をいただいてきたが、このご縁を繋いで

いくことが、まちの活性化につながるものであると考え

る。震災支援の実態把握と今後のつながり見通しは？ 

市長 復興の総仕上げにむけた取組の一つとして、復興

の歩みを後世に伝える「復興記録誌」の編纂に着手して

いる。新たに生まれた絆を、地方創生に繋がる関係性の

構築に発展させるため、官民一体となり、多様な取組を

進めて参りたい。 

優子 （２）地域の課題解決・活性化を図り、地域に移

住・定住することを目的とした「地域おこし協力隊」で

あるが、過去に遡っての定住率と、現状と今後の展望は？ 

当局 H28 年 11 月から令和元年 10 月までの定住率は

33.3％。現在 5 名が、ワインを市の産業とするためぶど

う栽培、醸造技術習得に励んでいる他、観光スポット発

掘・体験メニューの作成など多様な取り組みを展開。今

後、移住者、市内関係団体との連携強化をし、交流関係

人口拡大を推進していく。 

 

２．復興工事の進捗状況 

優子 県道丸森権現堂線は、三陸道「大船渡碁石インタ

ー」から大船渡魚市場、そして大船渡市街地にもつなが

る当市の重要な基幹道路である。当初、令和 2 年度末の

全線開通予定ということで計画されていたと思うが、工

期内完成の見通しが見受けられない。 

現在、大船渡魚市場より南側、平地区の海側の車道脇に

は未だ、黒い土嚢が積まれた状態で道幅は狭く、魚市場

へ向かう大型トラックの往来もあり、車両がすれ違うに

も大変危険な状況であり、現在の進捗状況を求める地域

住民の声が聞かれる。 

県発注の工事ではあるが、市内の重要な道路の一つ。市

長は、本年度は「復興の総仕上げ」を強く協調されてお

られるが、私が住む、平・下船渡宮の前の地域住民から

は、「我々の地域だけ、復興から取り残されているようだ」

そんな声が聞かれる。 

そういう状況のもと、岩手県発注の道路工事、大船渡市

発注の水道工事など、様々な工事がなされているが、現

在の県道丸森権現堂線工事の現況と課題について伺う。 
ある朝、大船渡魚市場にて「ゆうこ・あるく」 

 



 

 

 

 

 

 

 

当局 道路改良工事について、これまでに幾つかの区間

に分割して進められてきており、現在は大船渡市魚市場

背後付近において防潮堤工事と併せて実施中、またカメ

イ付近から久保田鉄工付近までの区間は市の工事ととも

に進められている。県道丸森権現堂線の久保田鉄工付近

から下船渡駅の区間は、現在も用地の買収手続が進めら

れているが、手続完了後に順次工事を発注し、復興・創

生期間の最終年度である令和２年度の完了を目指し、事

業を進めていると伺っている。 

 一方、ＢＲＴ踏切から国道 45 号までの区間において

は、多数の家屋移転が伴うことなどから合意形成を進め

ている段階であり、工事着手のめどは立っていない状況

である。この区間については、今後別の事業を検討しな

がら早期の工事着手を目指し、引き続き合意形成に向け

て取り組んでいくと伺っている。 

市長 大船渡市の復興を、責任を持って進めている立場

の者からの観点として、当初は国道 45 号に上がるという

計画をされていたが、地域住民の皆様から賛同が得られ

ず、今の細い道路をずっと進む計画となった。一度立っ

た計画が下ろされたという経緯があって、震災から９年

あまりが過ぎ、私も本当に情けない思いだ。今後も岩手

県にプッシュを、あるいはその促進を働きかけながら、

しっかりと進めてまいりたい。 

→ 県土木センターに対し、永沢から下船渡地内の工事

計画について、地域住民理解のためのチラシ作成を依頼。

10 月中には地域内で回覧予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎９月９日 令和 2年第３回定例会 一般質問 

１．震災から丸 10年を迎えるにあたって 

優子 (1)節目となる 2021 年 3 月 11 日を大船渡市とし

てどのように考えているか伺う。 

市長 復旧・復興から持続可能な大船渡を創造していく

新たな節目とし、人口減少・少子高齢化など地域課題に

対応したまちづくりを一層推進。①民間パワー創出②交

流人口拡大③安心して家庭を築き子どもを産み育てられ

るような継続的支援④地域力向上を目指していく。震災

から今日までの復興の支えとなった国内外からの温かい

励ましと多大な支援に感謝の気持ちを改めて思い起す日

であるとも考える。 

優子 (2)震災でできたつながりを継続させるための取

り組みを伺う。  

当局 現状コロナ禍において、県外移動が自粛傾向であ

り支援いただいた方々に感謝を示す機会を作ることは困

難。コロナ収束や復興事業完了を勘案しながら取り組み

方法を検討していく。 

優子 今後、コロナ禍は続くと思う。YouTube を使った

情報発信や、お礼状と一緒に物産カタログ発送など、や

れることはあると思う。ご縁をつなぐすべを考えていく

必要があると思うので検討いただきたい。 

 

２．津波伝承と当市の観光施策について 

優子 (1)「震災遺構の活用と震災からの学びの伝承」東

日本大震災の風化も進んでいることから、顧客のニーズ

に対応できる防災学習・観光プログラムを構築できる体

制づくりは急務と考えるが見解を伺う。 

室長 当市における教育旅行は、震災学習のニーズが多

く、大船渡市観光物産協会と連携し、誘致に積極的に取

り組んできた結果、年々増加している。現在、市では総

合的な防災学習を目的とした、防災学習ネットワーク形

成基本計画の策定を目指しているが、津波伝承や防災学

習を、同様の性質を持つ施設や活動を連携させ、市内の

回遊を促す狙いも持つものであり、既存プログラムとの

連携により更なる効果が期待できるものと考えている。 

優子 (2)大船渡市観光物産協会の職員について、総務省

の復興支援員制度を活用し、10 名の観光振興支援員とし

て配置されているが、制度終了は令和２年度までである。

現時点における、来年度以降の方向性について、どのよ

うに考えているか伺う。 

 



局長 協会事務所をはじめ、碁石のインフォメーション

センター、三鉄各駅に配置し、業務にあたっているが、

これまでの活動の成果を鑑み、今後の継続に前向きに検

討してきたいと考えている。 

優子 現状、職員の大半が正職員ではない立場でお働き

いただいているが、正職員と同等の成果を求められる。

大船渡市の観光を第一線で PR する立場でありながら、

「支援員」という肩書のため、東京のエージェントから

も驚かれるようだ。大船渡市の観光に対する熱の入れ方

が推し量られる恐れもある。そして、現状 1 年更新の雇

用形態であり、雇用期間満了が近づけば来年度の不安も

付きまとう。雇用の安定は業務の安定につながると考え

られることから、安定的雇用、正職員を増やすことも検

討いただき、方向性を定めていただきたい。 

→ 復興支援員制度の雇用形態について、東海新報で 

取り上げられました。2020 年 10 月 11 日付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．学校現場と地域との関わりについて 

優子 (1) 小学校は今年度から、中学校は来年度から新

しい学習指導要領に基づく授業対応も加わり、教員の多

忙化が聞かれる。教員の多忙化は、余裕のなさにつなが

り、次世代を担う子供たちへの教育へも影響を及ぼすと

考えられる。教育現場でも働き方改革が進められている

が、現状とその課題について伺う。 

教育次長 当市の月平均の時間外勤務は R 元年度で小学

校約 26 時間、中学校 33 時間と以前よりは縮減されたも

のの、子どもたちとの向き合う時間減少や心身の状況悪

化が懸念されることから、多忙化解消は喫緊の課題であ

る。R２年度は、専門スタッフ配置、会議・研修の見直し、

部活動の休養日の設定等、校長会で周知した。今後、学

校と地域との役割分担で負担軽減策を検討してきたい。 

優子 (2) 国・県が促進している、「コミュニティスクー

ル」について、設置目標が令和４年となっているが、当

市における考え方を伺う。 

教育次長 コミュニティスクールは、各学校の保護者や

地域住民からなる学校運営協議会を設置し、それぞれの

立場で主体的に学校運営に参画することで、子供の成長

を支える学校づくり、地域コミュニティーづくりを進め

るものである。子どもにとっては、体験活動の充実、地

域の方々には経験を活かすことによる生きがい、やりが

い創出、それぞれに大きな効果が生じると言われている。

今後、学校関係者や地域の方々と十分協議し、一体とな

って、特色ある学校づくりを進めていくための体制を構

築していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎9月 16日 決算審査特別委員会 

婦人相談事業について 

優子 婦人相談事業として、婦人相談員を配置されてい

るが、過去の相談件数については以下になるが、令和元

年度においてはどのような状況だったか伺う。 

 H30 H29 H28 H27 

相談合計 122 83 62 117 

内 DV 23 31 11 16 

 

課長 令和元年度は、相談件数は 74 件に減少したもの

の、DV の相談件数が 31 件と増加傾向にあった。 

優子 現在のコロナ禍における DV が増えているとは聞

くがそれ以前の話でもあり、大変深刻な問題と考える。

相談事業について、どのような周知の仕方をしているか

伺う。 

課長 各種婦人団体等に周知をし、広めいている状況に

ある。 

→ DV を受けている方は、なかなか声をあげることがで

きず、電話相談も難しい場合がある。周囲の気づきが大

事であることから、各種団体の協力をもらっている状況。

一方で、大船渡市役所内には、プライバシーが守られる

相談室ありません。今後の課題として考えいます。 



■ゆうこ・あるく～地域のこえ～  

１．平の方からの要望 

下平地内 国道 45 号下山モーター向かいの法面 数本枯れた松があり、倒れ掛かっ

ている。通学路でもあり大変危険。また、木が生い茂っているため、大型車で高田

側から大船渡方面に向かう際、見通しが悪い。 

→三陸国道事務所に対し、木の伐採を依頼。１0 月 19 日（月）～30 日（日）8：00

～17：00 片側交互通行にて実施 

 

２．上平団地の方々からの要望 

団地脇を流れる上平川は海まで流れる。柵も何もないため、危険である。何か対応

をしてもらいたい。 

→ 当初、市建設課からは「私有地であるため何もできない」との回答であったが、

バリケードの設置許可は出してほしいとの要望をし、許可をもらいました。しかし

ながら、7 月に転落事故があったため、今後の事故防止のため、危険看板設置を求め

たところ、設置してもらいました。 

  

３．永沢・平・魚市場関係者からの要望 

永沢の BRT の高架橋から市場への道路舗装が壊れ、通常の走行でもガタガタで大変。

市場への大型トラックも通ることから、早急な改善を。 

→ 建設課に要望をし、できる限りの穴埋めをしてもらいました。 

 

４．宮の前の方からの要望 

震災前から、側溝の形が崩れてしまい、個人の力では補修できない。 

５．平の方からの要望 

同じく震災前から。あいざわ・ちょっきんさん横の側溝破損、および法

面補強している木も腐っている状況。 

4・5、どちらも通学路でもあることから、修繕をお願いいたい。 

→ 5 月から建設課に要望をし、9 月議会で補正予算がついたことから、

まもなく工事開始の予定です。もう少し、お待ちください。 

 

６．どちらにお邪魔しても。。。 

高齢者の方の移動手段「あし」の問題が聞かれます。 

→ 現在、大船渡市ではタクシーチケット配布事業を行っています。 

◇対象要件◇ ＊対象地域は限られております。 

１．大船渡市に住民登録している方 ２．2021 年 3月 31 日までに 75 歳以上になる

方 ３．住居と最寄りのバス停が 300ｍ以上離れている方 ４．自動車等運転免許を

持っていない方 ５．大船渡市福祉タクシー助成を受けていない方 他 

希望される方は、市役所企業立地港湾課、または佐藤優子にご相談ください！ 

 

 

 

 

佐藤優子 yuko.s0731 

official  yuko. ofunato  

yuko. ofunato 

official @yuko_ofunato  
ID : yuko19740731 

お友達承認、「いいね！」をお願いします 

佐藤ゆうこは、みなさんの声をきき、 

ともに考え、行動します。 

市政に関わること、地域におけるなど、 

お困りごとなど、お気軽にご連絡ください 

電話 ： ０９０－７２８３－０３４８ 

FAX  ： ０１９２－２２－７７２５ 

LINE ： yuko19740731 

E-mail：  yuko.ofunato@gmail.com 

発行責任者：佐藤ゆうこ後援会 〒022-0002 岩手県大船渡市大船渡町字下平 14-1  

他にも沢山お聞かせいただいております。 

課題解決に向け、日々奮闘中！ 

■ゆうこ・日々の活動 ～SNSで発信中！～  


